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　当研究所所員の村田真一教授（外国語学部ロシア語学科）が、能楽師の河村晴久氏とともに2018
年2月、ウクライナの首都キエフおよび中部の都市ポルタワにて、日本の能を紹介する講演を行いま
した。内容は能の成り立ち、歴史についての解説で、河村氏による実演や来場者による能の体験も
行われました。 
　15日から16日にはキエフのタヴリヤ大学と演劇大学、国立劇場にて講演。それぞれ約100人、50
人、300人の来場者がありました。19日にはポルタワの教育大学と劇場にて講演され、合計約200
人が来場しました。 
 
　村田教授と河村氏はタヴリヤ大学にて、詩人ヴェリミール・フレーブニコフの創作をモチーフに
した絵画コンクールの展示会場にも足を運ばれました。この絵画コンクールの作品展示は2012年か
らヨーロッパ研究所の協力のもと、上智大学中央図書館でも行われてきました。 
　なお河村氏は2017年10月、文学部保健体育研究室開講科目「知としての身体を考える」の一環と
して本学にて講演。2018年秋にも再び講演が予定されています。 
 
　本企画は日本学術振興会（JSPS）にご支援いただきました。また現地での広報は、本学卒業生で、
在ウクライナ日本国大使館勤務の生田泰浩氏と伊藤有里氏が積極的に行なってくださいました。お
二人をはじめ、大使館の方々に感謝申し上げます。 
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